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質
問
の 

一
五
）

答

弁

第

一

五

号 

    

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
経
済
復
興
計
画
審
議
会
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
第
一
二
号 

昭
和
二
十
五
年
七
月
二
十
五
日 

衆

議

院

議

長 

幣 
原 
喜 
重 

郞 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

吉 

田 
 

茂 

一 

 



 

三 

衆
議
院
議
員
橫
田
甚
太
郞
君
提
出
経
済
復
興
計
画
審
議
会
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一 

審
議
会
の
構
成 

審
議
会
は
経
済
安
定
本
部
総
裁
、
同
総
務
長
官
及
び
委
員
五
〇
人
以
内
で
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、
別
に
臨
時
委
員
及
び

專
門
委
員
を
置
く
こ
と
も
で
き
る
。 

こ
れ
ら
委
員
は
関
係
行
政
機
関
の
職
員
及
び
学
識
経
験
者
の
中
か
ら
経
済
安
定
本
部
総
裁
が
任
命
す
る
が
現
在
ま
で
任

命
さ
れ
た
も
の
は
四
三
名
で
あ
る
。 

審
議
会
の
事
務
局
と
し
て
は
経
済
安
定
本
部
総
裁
官
房
経
済
計
画
室
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。 

二 

審
議
会
の
費
用 

審
議
会
に
要
す
る
費
用
と
し
て
は
昭
和
二
十
四
年
度
に
は
四
六
三
万
円
を
使
用
し
た
が
、
昭
和
二
十
五
年
度
の
予
算
は

四
一
八
万
円
と
な
つ
て
い
る
。 

三 

審
議
会
の
会
合
数 



四 

決
議
事
項 

五 

現
在
の
目
標 

昭
和
二
十
四
年
度
に
お
い
て
は
経
済
復
興
計
画
委
員
会
一
回
、
專
門
委
員
会
一
〇
回
を
開
催
し
て
い
る
が
、
六
月
一
日

以
降
委
員
会
が
経
済
復
興
計
画
審
議
会
に
改
組
さ
れ
て
以
来
、
本
審
議
会
の
開
催
は
一
回
で
專
門
委
員
会
は
開
か
ず
審
議

会
の
活
動
は
事
務
局
に
お
け
る
調
査
並
び
に
基
礎
資
料
の
蒐
集
に
重
点
が
お
か
れ
た
。 

自
立
経
済
に
到
達
す
べ
き
方
途
を
検
討
す
る
の
が
本
審
議
会
の
目
標
で
あ
る
。
今
後
本
審
議
会
を
大
い
に
活
用
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

昭
和
二
十
五
年
度
に
お
い
て
は
本
審
議
会
並
び
に
專
門
委
員
会
は
未
だ
開
か
れ
て
い
な
い
。 

経
済
復
興
計
画
報
告
書
の
作
成 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




